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今年も各館でクリスマス会を開催します！ 
楽しいおはなしや紙芝居、ペープサートなどなど、色々な演目を 
用意してまっていますので、是非みなさんで足をお運びください！ 

 

＜小林図書館＞ 
１２月６日（日） 
10:45開場 
11:00開演 

小林コミュニティプラザ 
遊戯室にて 
定員：５０名 

（当日受付・先着順です） 
問合せ 
小林図書館 
（℡97-0005） 

＜大森図書館＞ 
１２月１３日（日） 
10:15開場 
10:30開演 
文化ホール２階 
多目的室にて 
定員：１００名 

（当日受付・先着順です） 
問合せ 
大森図書館 
（℡42-8686） 

＜小倉台図書館＞ 
１２月１９日（土） 
10:00開場 
10:30開演 
小倉台図書館 
集会室にて 
定員：５０名 

（当日受付・先着順です） 
問合せ 
小倉台図書館 
（℡47-5511） 

 

としょかんの 

クリスマス会 

 

 

♪それぞれ対象は幼児から小
学 3 年生くらいまでです。保
護者のみなさまも是非ご一緒
にどうぞ！ 
♪入場無料です。 
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楽しかったね！～行事報告～

ブックリサイクル 利用者懇談会 

♪大森図書館 ♪小倉台図書館
当日は、雨模様にもかかわらず、一番目の方は９時頃か

らホワイエ入り口に並び始めました。 

午前１０時の開場前には２００人あまりの方々の長蛇

の列となり、２時間ほどでほとんどの本がなくなりまし

た。リサイクル率は、77.5％でした。 

寄贈された大きな美術書

など重い本もありました

が、全て持ち帰っていただ

き、有意義な催しになりま

した。 

10/249/12 

11/7 11/14
パパのための 
読み聞かせ講座 
♪小倉台図書館 ♪小林図書館

絵本人形作り 

10 月 職業体験 

 

 

 

♪大森図書館 
市内中学校４校、小学校１校の生徒が

カウンター業務や配架、本の修理やブッ

クコート貼り、レファレンス業務など、

図書館のいろいろな仕事を体験しまし

た。「図書館の仕事はカウンター業務（貸

出・返却）ばかりだと思っていたがそれ

以外の作業がこんなにあることがわか

った」など皆それぞれに発見があったよ

うです。終了後のアンケートではカウン

ター業務が一番人気でした。今回の体験

が将来仕事を考えていく上で何らかの

ヒントになってくれればと思います。

♪小倉台図書館 
 今年は受け入れを予定していた４校の

うち、１校がインフルエンザの影響で体

験中止となるハプニングもありました

が、３校11名の中学生が元気に働いて

くれました。カウンターでの返却・貸出、

本を棚に戻す作業、本の装備や修理、ま

た、おはなし会を想定して１人ずつ絵本

の読み聞かせを実演するなど、様々な業

務に挑戦しました。「がんばってね！」

と声をかけて下さった利用者の方もい

て、中学生の皆さんも励みになった事で

しょう。 

小倉台図書館で行った利用者懇談会ですが、今回は 4

名の利用者が参加されました。長年印西市にお住まいで、

開館以来図書館を利用してくださっている方々の、実際

に利用してのご意見を伺うことができました。他市の図

書館と比較して印西の図書館ががんばらなくてはならな

い点など、率直な意

見を受け止め、より

利用しやすい図書

館を目指していき

たいと思います。 

当日は、０～５歳のお子さんのお父さん 5 名が参加し

て下さいました。赤ちゃん向けの絵本の紹介と本の選び

方についてのお話と実際に本を選んでもらって参加者全

員に絵本を読んでもらいました。 

日頃、お子さんに絵本を読

んであげているお父さんが

多く、読み聞かせも慣れた様

子で和やかな雰囲気で楽し

く絵本と触れ合うことがで

きました。 

当日は親子連れの参加が何組かあり、子どもたちと合わ

せると総勢17名が参加され、にぎやかな雰囲気となりま

した。参加されたみなさんは、講師の指導のもと、縫い物

に慣れている方もそうでない方も、一生懸命に集中して人

形作りに取り組んでいまし

た。人形が完成すると、参加

者の方にそれぞれ記念写真を

撮らせていただいたのです

が、どの顔も笑顔に満ちてい

ました。 

 



おはなし会においでよ！ 
図書館では定期的におはなし会を

行っています。大きな絵本や紙芝

居、季節や行事にぴったりの、楽

しいおはなしをご用意してお待ち

しております。ぜひお気軽にお越

しください！ 

大森図書館 

（おはなし室） 
第２・４日曜日 午前１１時～ 

小林図書館 

（遊戯室） 
第４土曜日 午後3時～ 

そうふけ図書館 

（おはなしのへや） 

第1・３土曜日 午後3時～ 

第2・4土曜日 午前11時～ 

小倉台図書館 

（おはなし室） 
第１・３木曜日 午後3時半～ 
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① １Q84（BOOK１・２） 村上 春樹／著 

② 新参者 東野 圭吾／著 

③ 告白 湊 かなえ／著 

④ パラドックス13 東野 圭吾／著 

⑤ 英雄の書（上・下） 宮部 みゆき／著 

⑥ 半島へ、ふたたび 蓮池 薫／著 

⑥ あるキング 伊坂 幸太郎／著 

⑧ フリーター、家を買う。 有川 浩／著 

⑧ 無理 奥田 英朗／著 

⑩ デパートへ行こう！ 真保 裕一／著 

伊坂氏、有川氏 
など人気作家作品 
がランクイン！ 

図書館 
人気の本 
（平成２１年１１月２７日現在） 

♪上記の本は非常に人気があり、リクエストをしていただいても長期にわたりお待ちいただくことになります。ご了承下さい。

♪上記のうち、ご自宅に不要になった本がございましたら是非図書館にご寄贈ください！ 

※事情で日程が変更になることもありますので、各図書館にお問い合わせ下さい。 

年末年始のお休みについて
印西市内の図書館全館で 

１２月２８日（月）から 

1 月４日（月）まで 

年末年始のお休み 
とさせていただきます。 

この期間中はなるべく

ブックポストのご利用を

お控えいただき、返却期

限内の図書館開館日に直

接図書館カウンターまで

返却していただきますよ

う、よろしくお願い致し

ます。 

 

図書館からのお知らせ 

 

 

置き引きに 
ご注意ください！
以前から図書館内

で置き引きが発生し

ています。特に電子

辞書やバッグなどの

盗難が目に付きま

す。 

本を探すため書架

に行ったり、トイレ

に行くために席を離 

れる際には、貴重品は手元から離さず

お持ちいただき、目を離さぬようお

願いいたします。 



 

図書館についてのお問い合わせは、 
もよりの図書館まで！ 
★ 大森図書館  ・・・  42-8686 

★ 小林図書館  ・・・  97-0005 

★ そうふけ図書館 ・・・ 45-2566 

★ 小倉台図書館  ・・・  47-5511 

 編集
後記

先日所用で東京に行ってきたの
ですが、日中は比較的暖かだっ
たので、コートも持たず電車に
乗ったのですが、帰りの夜が寒

かった～！（しかも乗り換えのため20分ほ
どホームで待たされた…） やはり荷物にな
ってもコートを持っていくべきでした。でも
やっぱり荷物は出来るだけ少なくしたいし
…。本当に季節の変わり目は着るものに悩み
ますね。       （Ｔ・Ａ） 
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★表紙画像は出版社に許諾を得て掲載しております。

三毛猫ホームズの追跡 
赤川 次郎／著 （角川書店ほか） 
 

ユーモア・ミステリーといって
パッと思い浮かべるのが赤川次
郎さんの名前です。この「三毛猫
ホームズの追跡」はシリーズの二
作目にあたるのですが、この作品
から稀代のトラブルメイカー、石
津刑事が登場し、より一層おもし
ろさが増大されています。片山刑
事の妹が勤めるカルチャーセン
ターに、謎の女性が全ての講座を
申し込みにきたところから事件
は始まります。 

この本、 
おすすめです！ 

12月。この一年を振り返る月になってしまいま
した。皆さまにとって2009年はどんな年だった
でしょうか？ 楽しかったこと、哀しかったこと、
色々な想い出があると思います。 
でも年の終わりくらいはやはり笑って過ごした
いものですね。ということで、今回のテーマは「ユ
ーモア・ミステリー」。何ともとぼけた探偵や刑事
たちが登場します。 

日曜の夜は出たくない 
倉知 淳／著 （東京創元社） 
 

30 歳過ぎなのに、小柄でまん
丸い目をした童顔、とにかく好奇
心が旺盛で興味を持ったら何に
でも首を突っ込みたがる。しかし
口は達者で毒舌がぽんぽん飛び
出てくる、大学仲間からは変人扱
いされている猫丸先輩こそが、こ
のシリーズの探偵役です。基本的
にはあらましを聞いて事件を解
決する安楽椅子もの。何はともあ
れ、この愛すべき（でも友人とか
でいたらいやだなぁ…）探偵の手
腕をとくとご覧あれ！ 

密室の鍵貸します 
東川 篤哉／著 （光文社） 
 

舞台となっている街の名前が
「烏賊川市」というのが既に笑え
ますね。市内にある大学の映画学
科に在籍する戸村流平は、大学の
先輩と振られた彼女の二人の殺
人容疑者として警察に追われる
ことになってしまい、元義理の兄
にあたる探偵、鵜飼杜夫に助けを
求めます。この探偵を始め、登場
人物が粗忽で間抜けで、それでい
て憎めないメンバーばかり。ユー
モアだけでなく事件の方も構成
がしっかりしていて楽しめます。 

大誘拐 
天藤 真／著 （東京創元社） 
 

刑務所から出所した健次は、社
会復帰を望むが、その元手として
誘拐を計画する。仲間二人と一緒
に、資産家のとし子を首尾よく連
れ出したが、いつの間にか親玉は
とし子自身になっていた。はじめ
5千万円を要求する予定が、とし
子は「１００億円」と言い張る始
末で…。 
以前からよく読まれている作品
で、映画化もされています。アイ
デアの斬新さ、駆け引きの緊張
感、そしてユーモアのセンス…読
後の爽快感がたまりません！ 

 

 

 

 

 

（C）角川書店 


